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１　施設等の整備等

番号 面積 工種 施設の概要 設置主体名 備　考

※　1 ４㎡
改修

見直し
屋根の張り替えを
計画したが見直し

屋久島レクリエーションの森
保護管理協議会

改修計画の
見直し

※　2 ９㎡ 改修 屋根張り替え工事
屋久島レクリエーションの森

保護管理協議会
5･18荒川豪雨災害

により次年度へ

※　3 ５㎡ 改修 紀元杉地盤復旧工事
屋久島レクリエーションの森

保護管理協議会
〃

4 ３３㎡ 改修

白谷避難小屋差し掛
け屋根及び裏側目隠
し板設置並びにし尿
運搬足場改修工事

屋久島レクリエーションの森
保護管理協議会

5 10㎡ 改修
迂回路木道（階段）

改修工事
屋久島レクリエーションの森

保護管理協議会

２　森林の景観対策等

面積

３　その他

②　現地及び案内板に危険場所の明示。

③　入口で利用者への注意喚起。

④　ゴールデンウィークや夏期シーズン等に駐車場整理の人員配置。

⑤　危険木、倒木の措置。

  Ⅰ、危険木、倒木の措置

　  処理 No.1・・・・対象木（倒木）の場所　；　ヤクスギランド８０分コース歩道内⑪と苔の橋の中間付近

 樹種  ； ヤマグルマ（倒木）　　直径約 70cm

　　　　　　　　　措置日　；　平成３０年８月２４日  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.2・・・・対象木（倒木）の場所　；　ヤクスギランド８０分コース、⑫から５ｍ程沢津橋寄り

       発見年月日；平成３０年８月１２日    樹種 ；ヤマグルマ（倒木）　　直径約 60cm

　　　　　　　　　措置日　；　平成３０年８月２４日  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.3・・・・対象木（倒木）の場所　；　ヤクスギランド１５０分コース、⑰から花之江河歩道上を５分程

発見年月日　；　平成３０年７月２７日　　樹種 ；ツガ（倒木）　  直径約100cm

　　　　　　　　　措置日　；　平成３０年８月３１日  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.4・・・・対象木（倒木）の場所　；　ヤクスギランド１５０分コース、⑰から花之江河歩道上、大和杉

発見年月日　；　平成３０年７月２７日　　樹種  ； ヤマグルマ（倒木）　　直径約 60cm

　　　　　　　　　措置日　；　平成３０年８月３１日  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.5・・・・対象木（倒木）の場所　；　白谷雲水峡弥生杉コース④から⑤の中間辺り

　　　　　　 発見年月日　；　平成３０年８月２２日 　樹種  ； ヤマグルマ（台風19号倒木）　　直径約 ８0cm

措置日　；　平成３０年８月２３日　  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

発見年月日　；　平成３０年８月２２日　　 樹種  ；　ホソバタブ（台風19号倒木）　　直径約 50cm

措置日　；　平成３０年８月２３日　  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.7・・・・対象木（倒木）の場所　；　白谷雲水峡弥生杉コース④から⑤の中間辺り

発見年月日　；　平成３０年８月２２日　　 樹種  ；　ヤマグルマ（台風19号倒木）

措置日　；　平成３０年８月２３日　  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

　  処理 No.8・・・・対象木（倒木）の場所　；　ヤクスギランド１５０分コース、⑰から花之江河歩道上、大和杉

発見年月日　；　平成３０年１０月１日　　樹種  ； スギ（倒木）　　直径約 60～80cm

　　　　　　　　　措置日　；　平成３０年１０月１７日  撤去者　；　レク森職員(有資格者)

　  処理 No.9・・・・危険木の場所　；　ヤクスギランド５０分コース、仏陀杉歩道⑤～⑨間（⑤寄り）

発見年月日　；　平成３１年１月　　 樹種  ；　シキミ (枯木)、直径約 35cm

措置日　；　平成３１年１月１４日　  撤去者　；　株式会社屋久林　代表取締役　本田竜二

⑥　防犯カメラの作動（両管理棟入り口）。

⑦　AEDを両管理棟と白谷避難小屋に常設。

⑧　白谷雲水峡「憩いの大岩」の安全対策の実施。

林小班 作業の目的等

平成３０年度　「レクリエーションの森」年間活動実績
屋久島レクリエーションの森保護管理協議会

施設名 林小班

ヤクスギランド
仏陀杉東屋

太忠嶽国有林
８０林班い小班

実施主体等

ヤクスギランド⑧～⑬
間の東屋

太忠嶽国有林
８０林班い小班

紀元杉
耳嶽国有林

８１林班い小班

白谷避難小屋
宮之浦嶽国有林

214い林小班

二代大杉迂回路木道
（階段）

宮之浦嶽国有林
215い林小班

作業名

なし

安全対策

①　協議会職員による巡視（歩道･危険木・手摺り・ロープ等の安全点検）を毎日実施、その結果を管理日誌

　　　　　  手前の世界自然遺産の看板から１０ｍ程手前

　  処理 No.6・・・・対象木（倒木）の場所　；　白谷雲水峡弥生杉コース④から⑤の中間辺り

　    に記載し、必要に応じて安全点検日誌に記録。

　　　　　　発見年月日　；　平成３０年８月１７日

　　　　　  手前大和杉手前約 700ｍ

　　　　　 進んだところ
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①　収受　；　ゲート方式、リーフレット（英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語を含む）・絵葉書付き領収書

　　　　　　　の配布（白谷雲水峡・ヤクスギランド）。

②　活用　；　施設の維持補修、白谷雲水峡日本語リーフレット印刷 10万部、外国語リーフレット4万部（中国

①　 家族を対象とした夏休み親子森林教室の実施。

 　Ⅰ、実施日 ； 平成３０年８月１９日（日）

 　Ⅱ、共催団体 ； 屋久島森林管理署・屋久島森林生態系保全センター ・公益財団法人屋久島文化財団
   Ⅲ、場所 ； ヤクスギランド
   Ⅳ、参加者数 ； １０家族２６名　(大人１２名、子供１４名)　、　レク森及び共催団体よりスタッフ９名

②　小中学生への作文募集、審査、展示、HPでの応募作品の紹介及び審査発表。

　 Ⅰ、募集期間　平成３０年９月３日～平成３０年９月２８日

   Ⅱ、展示　　＜屋久島環境文化村センター交流ホール＞　平成３０年１１月８日～平成３０年１１月２０日

＜屋久島町総合センター（安房）＞　平成３０年１１月２６日～平成３０年１２月７日

 　　Ⅲ、各学校別応募作品数

  　　ⅰ　応募総数 ； 町内１中学校より１作品、６小学校より４６作品、総数４７作品。

　　　ⅱ　小学校の内訳 ； 神山小学校３３作品、永田小学校１作品、一湊小学校２作品、宮浦小学校５作品、

　　　　　 小瀬田小学校３作品、 安房小学校２作品。

③　白谷避難小屋の維持管理及び同トイレし尿の搬出。（搬出回数 １０回、総搬出量、10,000ℓ )

  (参考： 前年搬出回数　7回、同総搬出量　8,060ℓ)

④　雨量計の確認　；　（平成２９年度より雨量計データ電子化により確認業務が省略化されているため計画の

　　　　　　　　　　　　　誤記載。）

⑤　ポスターの発行（６種）。

⑥　ホームページの更新。

⑦　ヤクスギランドで多言語おもてなしタグの活用 。（平成２９年度ヤクスギランドの看板36ヶ所にタグを設置。）

➇　新たなコースの開設。

　　　　ヤクスギランドの150分コースに蛇紋杉から天文の森（釈迦杉）までの往復を併せた「天文の森 （210分）

　　　 コース」を新たなコースとして開設。（開設日；平成３０年4月1日）

⑨　職員によるガイディングの試行（ヤクスギランド）。
　　Ⅰ、ガイディング設定日　；　８月と11月の月曜日と木曜日
　　Ⅱ、設定時刻　

ⅰ　午前中　１０：００ ～ １１：００　（30分コース）　　　ⅱ　午後　１：１０ ～ ３：００ （５0分コース）
　　Ⅲ、実施日、実施回数、参加者数　実施コース

ⅰ　８月　；　６日（月）３名（大人２名、子供１名）、１３日（月）３名（大人１名、子供２名）、計２回、
　　６名の参加者、いずれも午後からの５０分コース。

ⅱ　11月 ；　参加者なし。
ⅲ　総計 ；実施回数２回（月曜日午後2回）、参加者数６名、実施コースは2回とも50分コース。

　   Ⅳ、ガイディング収入と経費
ⅰ　収入　；　ガイド料収入　　１人　1,000円　×　大人参加者数　３名　＝　3,000円　
ⅱ　経費  ；　なし

⑩　樹勢回復事業の業務委託 （仏陀杉、紀元杉、母子杉）。
   　Ⅰ、目的　；   著名屋久杉の樹勢回復を図るため、仏陀杉、紀元杉、母子杉にグリーンパイル（棒状肥料）
　　　 　やｏｋｆ 9(液肥)並びにメネデール（植物活性剤）の投入を行う樹勢回復事業の業務委託。
　　 Ⅱ、委託業務の場所　；　ヤクスギランド内　仏陀杉、母子杉、と紀元杉　
　 　Ⅲ、履行期間  ；　平成３１年３月２７日 ～ 平成３１年４月２５日
　 　Ⅳ、受託者　；　屋久島町宮之浦２３６５番地２　　日本樹木医会会員　荒田洋一

⑪　ロゴマークの制作　；　（屋久島活性化検討会で出された案を検討した結果、決定に至らなかったため
未制作。）

①　歩道の補修。
　      協議会職員により、手摺り・同金具や踏板・滑り止め交換またはぐらつき等の補修を行った（随時）。

②　屋久島自然休養林活性化検討会の実施。（３回）
 　　Ⅰ、第７回（現地）検討会 （出席検討委員７名、ガイド部会３名、屋久島森林管理署４名、町建設課１名、
　　　コンサルタント２名、石積歩道熟練者２名、協議会事務局４名、参加者総数２３名）
　　　　　　　実施日 ； 平成３０年９月１８日(火)、１３：３０～１６：３０

 　　Ⅱ、第８回検討会 （出席検討委員９名、ガイド部会３名、町建設課１名、コンサルタント２名、協議会事
　　　　　務局４名、参加者総数１９名）
　　　　　　　実施日 ； 平成３０年９月１９日(火)、９：００～１１：００

 　　Ⅲ、第９回検討会 （出席検討委員８名、ガイド部会２名、町建設課１名、コンサルタント３名、協議会事
　　　　　務局４名、参加者総数１８名）
　　　　　　　実施日 ； 平成３１年３月１４日(木)、１３：３０～１５：００

その他特記

 　　　　　　 場 　所 ； 白谷雲水峡　憩いの大岩及び白谷川渡渉点近辺

受益者負担

の収受・活用
　　　　　　  語簡体字  2万部、韓国語 2万部）、トイレの維持管理。

ソフト対策

すべき事項

　　　　　　　場　所 ； 屋久島離島開発総合センター　２階　会議室

　　　　　　　場　所 ； 屋久島離島開発総合センター　２階　会議室
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③　サポーター（アサヒビール）との共同ボランティア活動の実施。
　　　Ⅰ、期日 ； 平成３０年１０月２７日（土）　１０：４０ ～ １２：１０
　　　Ⅱ、場所 ； 白谷雲水峡　弥生杉コース
　　  Ⅳ、参加者数 ； アサヒビール１７名、地元関係機関（屋久島森林管理署、屋久島森林生態系保全セ ン
　　　　　               ター、屋久島自然保護官事務所、鹿児島県屋久島事務所、屋久島町、屋久島観光協会、
　　　　　               レク森協議会）４５名、その他一般参加者等（ボランティア平和の会７名、森泉ブランド開
                          発研究会７名、南九州酒販（株） ２名、屋久島高校生徒ぽんだま会４名 、報道機関３名
　　　　　　　　　　　（計２３名）、参加者総数８５名
　 　Ⅴ、主な作業内容 ；７班に分け木道，手摺り、東屋、看板の苔落とし

　※　その他のボランティア活動
  　Ⅰ、（株）伊藤園及び公益財団法人屋久島環境文化財団ボランティア活動
　　　ⅰ、参加人数 ；　（株）伊藤園６名、公益財団法人屋久島環境文化財団５名、レク森協議会２名（計１３名）
　　　ⅱ、期日 ； 平成３０年１０月２７日（土）　１０：４０ ～ １２：１０
　　　ⅲ、場所 ； ヤクスギランド　清涼橋～出口方向へ約 ４０ｍ

その他特記 　　　ⅳ、作業内容 ； 木道・手摺りの苔落とし

④　屋久島山岳部保全利用協議会及び屋久島町エコツーリズム推進協議会との連携。
　Ⅰ、屋久島山岳部保全利用協議会との連携
  　　　白谷雲水峡管理棟を世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の収受場所として早朝の提供

すべき事項 　Ⅱ、 携帯トイレ普及の協力
        ⅰ　白谷雲水峡管理棟 1個入り７袋、２個入り４５袋　＜参考；平成29年度1個入り13袋、２個入り21袋＞
        ⅱ　ヤクスギランド 1個入り15袋、２個入り52袋 ＜参考；平成29年度１個入り16袋、２個入り59袋＞
　Ⅲ、その他
　　      　両地区に設置の携帯トイレブース及び携帯トイレ回収箱の管理

⑤　職員の救命措置（心肺蘇生法、ＡＥＤ）研修の実施。

　Ⅰ、研修日時　；　平成３０年４月１１日（水） １７：３０ ～ １８：３０ Ⅱ、場所　；　宮之浦保健センター

  Ⅲ、講師　；　熊毛地区消防組合屋久島北分遣所 Ⅳ、参加者数　；　１０名

⑥　両自然休養林に仮設トイレの設置（洋式各３基）。

⑦　図書「屋久島で使える手作り図鑑」の販売。
  Ⅰ、ヤクスギランド売店での販売数　；　３４冊　　　　　　　　 Ⅱ、白谷雲水峡での販売数　；　７冊
　Ⅲ、 事務局での販売数　；　１１冊　　　　Ⅳ、販売総数　；　５２冊

　　　　（４：３０～８：３０)及び同協力金と森林環境整備推進協力金収受の相互協力


	３０年度活動実績

